
  資料６ 

評価項目 6 研究開発に関すること 

当センターの状況 

（概要） 

(1) 研究課題のマネジメント（研究課題設定方法、進行管理、研究評価）の実施

状況 

研究課題設定については、県庁各課との連携や県民等への公募によりニーズ

を把握し、研究企画調整会議を実施して県庁関係各課と協議しながら検討を行

っている。 

研究課題の進行管理については、４月に研究の進捗状況や社会的情勢の変化

等を勘案し、必要に応じて見直し等を行った計画書をもとに所長ヒアリングを

実施し、９月と２月に進捗管理票の提出を義務付けている。 

研究評価については、機関評価及び研究評価実施要領に基づき、年１回、研

究評価委員会を開催し、外部の有識者による評価を受けている。 

評価結果/評価の視点 〇総合評価 Ａ(４人)・Ｂ（２人）・Ｃ（０人） 

〇評価コメント 

(1) 研究課題のマネジメント（研究課題設定方法、進行管理、研究評価）の実施

状況 

・適切に行われている。 

・課題設定については、既存の研究課題だけでなく、県民に求められる優先順位

を踏まえ、体系的に再検討すべきである。 

・下水汚泥焼却灰からのリン回収など公的機関の廃棄物からの資源回収などのテ

ーマにも環境省の外部資金を活用し積極的に取り組まれることを期待する。 

・妥当である。 

・適切なマネジメントで実施されていると評価する。 

センターの対応方針 

 

研究課題のマネジメントについては、今後とも適切な進捗管理を実施していき

ます。 

研究課題の設定にあたっては、ニーズとして把握した案件等を、研究員の専門

性やポテンシャルを踏まえ、関係各課と個別に検討していきます。 

 

 

 


